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３Ｄ都市モデルを活用した三次市における賑わい創出の取組について 

 

１ 要旨・目的 

  ３Ｄ都市モデルのポテンシャルを明らかにし、より一層の活用促進を図るため、新たな活用方法

として、三次市において、賑わい創出を目的とした観光アプリを運用開始する。 

なお、本取組は広島デジフラ構想の一環として進めている取組である。 

 

２ 現状・背景 

３Ｄ都市モデルは、「まちづくり DX」のデジタル・インフラとして、仮想空間上に、都市計画基礎

調査等によって得られた建物の用途や建築年といった都市空間情報を付与することで、“まち”そ

のものを再現することが可能である。この３Ｄ都市モデルの活用を自律的に発展させていくために

は、新たな活用方法やそのデータの持つポテンシャルなどを産官学へ展開していく必要がある。 

 

３ 概要 

（1） 対象者 

県民 

 

（2） 事業内容（実施内容） 

三次市・一般社団法人三次観光推進機構と連携して、３Ｄ都市モデルを活用した観光ア

プリ“みよしもののけ探索 AR”（別紙参照）を開発した。 

当アプリは、３Ｄ都市モデルの持つ建物形状が正確に把握できるという特性を活かして、ス

マートフォンを通して、三次町の街中にリアルに物怪（もののけ）を出現させることで、観光へ

の付加価値を提供し、来訪者の回遊性を向上させるものである。また、三次市では「まち全

体が泊まれる美術館」をキーコンセプトとする三次町エリアの観光資源の開発を行うこととし

ており、その一つである物怪を活用し、江戸時代中期に創作された稲生物怪録（いのうもの

のけろく）の舞台である三次町で、物怪たちとコミュニケーションをとりながら、街の魅力や物

語を伝えるものである。 

この運用開始にあたっては、10 月の“もののけの日”※である 10 月 27 日に湯本豪一記念

日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）において、オープニングキャンペーン（利用促

進のためのブース設置）を予定している。 

   ※月末最後の日曜日は“もののけの日” 

 

（3） スケジュール（運用期間） 

令和 6年 10月 26日～令和 7年 2月 24日 

 

（4） 予算（補助事業・単県） 

 10,000千円（補助事業） 
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（5） 今後の対応 

アプリのインストール数やポイント毎の物怪表示回数等を分析・考察することで、次年度以

降、三次市において、賑わい創出の取組に活かしていく。 

また、今年度、県内自治体に対し、３Ｄ都市モデルの新たな活用方法やその企画立案のプ

ロセスを共有するとともに、引き続き、国土交通省と連携し３Ｄ都市モデル活用の自律的な発

展を促していく。 

その他、民間事業者や研究機関等に対し、都市計画基礎調査情報及び３Ｄ都市モデルの

周知・利活用を促進することで、イノベーションを創出し、地域課題を解決するスマートシティ

の実現につなげていく。  

 



　　別紙
（チラシ案）




